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こ
こ
で
は
筆
者
が
行
っ
た
講
演

「五
代
の

『
弘
成
館
』
鉱
山
業
―
半
田
銀
山
を
め
ぐ
つ

て
」
か
ら
、
五
代
の
事
績
の
う
ち
で
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
本
邦
初
の
鉱
山
業
公
害
防

止
協
定
に
し
ば
っ
て
報
告
を
す
る
。

一
昨
年
来
、
高
校
日
本
史
教
科
書
の
「開
拓
使
官
有

物
払
い
下
げ
事
件
」
に
つ
い
て
、
五
代
記
述
の
訂
正
を

求
め
る
活
動
が
進
め
ら
れ
、
教
科
書
会
社
が
記
述
訂

正
に
応
じ
た
流
れ
の
中
で
、
五
代
友
厚
の
再
評
価
が

始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
当
請
演
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

ー
マ

「五
代
友
厚
と

〈鹿
児
島
の
近
現
代
〉
」
に
即
し

た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
五
代
再
評
価
の
新
し
い

波
に
沿
う
も
の
で
も
あ
る
。
（本
記
事
は
、
講
演
用
に

作
成
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
原
稿
に
基
づ
い
て
お
り
、

そ
の
原
稿
で
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
か
ら
提
供
を
受

け
た
同
会
議
所
所
蔵
の
半
田
銀
山
関
係
資
料
を
使
用

し
た
。
）

五
代
の
鉱
白
業
と
半
田
銀
山
取
得

五
代
友
厚
の
鉱
山
業
に
は
大
き
な
志
が
あ
っ
た
。

五
代
の
若
年
期
の
藩
主
で
あ
っ
た
島
津
斉
彬
の
言
葉

に

「農
エ
ト
鉱
山
ハ
国
ノ
本
ナ
リ
」
が
あ
る

（
『
島
津

斉
彬
言
行
録
』
岩
波
文
庫
）
。
富
国
を
自
己
の
生
涯
の

使
命
と
し
た
五
代
は
、
明
治
六
年

一
月

一
日
に
鉱
山

業
会
社
「弘
成
館
」
を
設
立
し
、
「弘
成
館
規
則
自
序
」

冒
頭
で

「今
弦
に
弘
成
館
を
興
立
し
以
て
永
世
普
久

の
鴻
益
を
起
す
べ
き
為
に
土
質
の
講
学
を
実
地
に
開

き
山
岡
土
中
の
積
物
を
発
掘
し
国
家
の
公
益
を
顕
ん

と
欲
す
」
と
謳
い
あ
げ
た
。

「国
家
公
益
」
の
た
め
に

鉱
山
業
を
開
始
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

旧
薩
摩
藩
家
老
桂
久
武
に
宛
て
た
明
治
六
年
二
月

二
二
日
付
書
状

（
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第

一
巻
）

で
五
代
は
、
「拙
僕
当
春
以
来
、
弘
成
館
と
申
も
の
興

立
、
鉱
山
の
事
務
を
開
き
、
関
西
諸
国

一
手
に
相
円
候

大
志
を
存
立
、
頻
に
勉
励
罷
在
候
」
と
そ
の

「大
志
」

を
伝
え
て
い
る
。

「弘
成
館
」
設
立
の
翌
年
の
明
治
七
年
七
月
に
五
代

は
半
田
銀
山
を
取
得
し
た
。
明
治
四
年
入
手
の
奈
良

の
天
和
山
銅
山
が
好
業
績
を
挙
げ
て
い
た
が
、
五
代

は
さ
ら
に
多
数
の
鉱
山
を
明
治
七
年
に
買
い
求
め
、

全
国
に
ま
た
が
る

一
大
鉱
山
業
を
目
指
し
て
い
た
。

中
で
も
半
田
銀
山
に
は
優
良
銀
山
と
し
て
の
期
待
が

か
か
っ
て
い
た
。

岩
代
国

（福
島
県
）
の
半
田
銀
山
は
寛
文
年
間

（
一

六
六

一
～
六
七
）
に
発
見
さ
れ
た
。
幕
府
が
桑
折

（こ

お
り
）
藩
所
領
の
銀
山
と
そ
の
周
辺
を
直
轄
領
と
し

て
以
降
、
同
銀
山
は
佐
渡
金
山
。生
野
銀
山
と
並
ぶ
日

本
三
大
鉱
山
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
幕
末
に

幕
府
が
直
営
を
中
止
し
、
民
間
の
鉱
山
と
し
て
継
承

さ
れ
た
が
、
明
治
三
年
の
火
災
事
故
で
廃
鉱
と
な
っ

た
。
そ
れ
を
五
代
が
求
め
た
の
で
あ
る
。

同
銀
山
の
再
建
過
程
で
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起

き
る
。
周
辺
村
落
の
農
民
か
ら
、
「鉱
山
排
水
に
よ
っ

て
稲
作
に
悪
影
響
が
出
る
の
で
、
稲
作
期
間
は
工
場

を
休
業
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
求
が
鉱
山
側
に
提

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
農
民
の
こ
の
要
求
は
、
幕
府
直

轄
時
代
の
経
験
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
相

違
な
い
。
五
代
は
要
求
を
容
れ
て
、
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
半
年
間
は
鉱
石
の
洗
鉱
を
体
業
す
る
と
と
も
に

明
治
八
年
に
は
工
場
排
水
を
浄
化
す
る
た
め
の
三
つ

の
溜
池
を
築
造
す
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
た
。

農
議
騨
巡
検
と
飛
自
轟
行
華

明
治
九
年
秋
に
天
皇
が
東
北
を
巡
幸
す
る
こ
と
と

な
り
、
行
幸
先
の
ひ
と
つ
に
半
田
銀
山
が
選
ば
れ
た
。

時
の
内
務
卿
は
大
久
保
利
通
で
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
に
殖
産
興
業
が
重
要
な
国
家
政
策
と
し

て
推
進
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
の
で
、
鉱
山
ヘ

の
行
幸
は
時
宜
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
行
幸

予
定
日
は
六
月
二
〇
日
と
決
ま
っ
た
。

大
久
保
内
務
卿
は
天
皇
行
幸
に
先
立
っ
て
、
巡
幸

先
の
事
前
巡
検
に
向
か
い
、
六
月
七
日
に
福
島
県
権

参
事
中
條
政
恒
を
伴
っ
て
半
田
銀
山
を
訪
れ
た
。
応

対
し
た
の
は
鉱
長
の
吉
田
市
十
郎
で
あ
っ
た
。
実
は

五
代
が
薩
英
戦
争
の
折
に
英
国
海
軍
の
捕
虜
と
な
っ

た
あ
と
、
武
州
下
奈
良
村
の
名
主
吉
田
市
右
衛
門

（四

代
目
）
の
屋
敷
に
潜
伏
し
た
が
、
鉱
長
吉
田
は
吉
田
市

月二九日、鹿児島大学「鹿児島の近現代」教育研究センター設立―周年

記念シンポジウムが、かごしま県民交流センター大会議室で開催され、『新 0五代友厚伝』

著者八木孝昌 (本紙顧問)と井上潤渋沢栄―記念財団渋沢資料館顧間が基調講演を担当し

た。またシンポジウム後半では、丹羽謙治教育研究センター長のコーディネイトのもと

に、講演者二人に加えて映画「天外者」の田中光敏監督 0寺尾美保立教大学文学部特任准

教授・下豊留佳奈オフィスいろは代表によるトークセッションが行われた。

Dream五代塾顧問 八木孝昌
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右
衛
門
の
養
子
で
あ
っ
た
。
五
代
は
幕
末
に
窮
地
を

救
っ
て
く
れ
た
市
右
衛
門
の
養
子
を
鉱
長
に
据
え
る

こ
と
で
恩
義
に
報
い
た
の
で
あ
っ
た
。
（余
談
な
が
ら
、

『
デ
ジ
タ
ル
版
日
本
人
名
大
辞
典
＋
翼
ｃ
∽
』
に
は
吉

田
市
十
郎
に
つ
い
て
、
「父
の
跡
を
つ
ぎ
、
武
蔵
幡
羅

郡

（埼
玉
県
熊
谷
市
）
の
名
主
と
な
る
。
・
・
・
福
島

県
半
田
銀
山
管
理
の
業
績
を
み
と
め
ら
れ
、
明
治

一

〇
年
内
務
省
に
は
い
り
、
の
ち
大
蔵
少
書
記
官
、
会
計

検
査
官
な
ど
を
つ
と
め
た
。
明
治
三
九
年

一
〇
月
二

日
死
去
。
六
二
歳
」
と
あ
る
。
半
田
銀
山
か
ら
内
務
省

へ
の
移
籍
は
大
久
保
内
務
卿
の
引
き
か
、
五
代
の
推

挙
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
）

こ
の
巡
検
に
は
吉
田
の
記
録
し
た
六
月
八
日
付
の

「大
久
保
内
務
卿
巡
検
記
」
（大
阪
商
工
会
議
所
所
蔵
）

が
残
っ
て
い
て
、
吉
田
は

「兼
テ
友
厚
∃
り
篤
ク
申
含

置
シ
事
モ
」
あ
る
の
で
、
半
年
間
の
体
業
に
や
む
を
え

な
い
面
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
的
に
は
い
か
に
も
き

び
し
い
と
二
人
に
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
中
條
権
参

事
が

「分
析
上

（排
水
の
）
無
害
ヲ
明
知
ス
ル
ア
ラ
バ

其
表
ヲ
見
セ
ラ
レ
ヨ
」
と
要
請
し
た
の
に
対
し
て
、

吉
田
は

「碩
学
ノ
舎
密
家

（せ
い
み
か
＝
化
学
者
）
二

非
ザ
レ
バ
、
其
秤
量
等
ヲ
審
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル

言
ヲ
倹
タ
ズ
。
故
三
分
析
表
ヲ
製
ス
ル
ニ
至
ラ
ザ
ル

ナ
リ
」
と
答
え
て
い
る
。
専
門
の
化
学
者
で
は
な
い
の

で
、
排
水
分
析
は
手
に
負
え
な
い
と
説
明
し
た
の
で

あ
る
。
大
久
保
は
巡
検
を
終
え
て
、
吉
田
が

「五
代
ノ
命
令

ヲ
辱
シ
メ
ズ
」
に
職
掌
に
励
ん
で
い
る
こ
と
を
ね
ぎ

ら
い
、
「国
家
盛
大
ノ
出
鉱
ヲ
尽
力
」
す
る
よ
う
督
励

し
て
い
る
が
、
半
年
間
休
業
問
題
に
つ
い
て
は
言
及

し
て
い
な
い
。

雨
天
の
た
め
に

一
日
順
延
と
な
っ
た
六
月
二

一
日
、

明
治
天
皇
の
半
田
銀
山
へ
の
行
幸
が
あ
り
、
吉
田
鉱

長
が
案
内
役
を
務
め
た
。
銀
山
八
工
程
の
天
覧
の
の

ち
、
吉
田
は
天
皇
の
御
前
に
召
さ
れ
、
随
行
し
て
い
た

木
戸
孝
允
内
閣
顧
問
よ
り
、
「当
鉱
五
代
友
厚
開
鉱
よ

り
現
今
の
盛
況
に
も
立
至
、
国
家
の
公
益
を
致
し
、
殊

に
近
傍
人
民
に
も
多
少

（多
く
の
意
）
の
幸
福
を
与
ヘ

候
事
御
満
足
に
被
思
召
」
と
の
「御
褒
詞
」
に
浴
し
た
。

六
月
二
三
日
付
坑
内
濁
水
分
析
送
達

　

　

　

五
代
友
厚
の
大
久
保
宛
書
状

態
は
さ
ら
に
驚
く
べ
き
進
展
を
示
す
。
天
皇
行
幸
か

ら

一
八
日
後
、
大
久
保
巡
検
か
ら
は

一
か
月
後
の
七

月
八
日
、
半
田
銀
山
と
地
元
五
か
村
代
表
及
び
福
島

県
第
二
区
戸
長
と
の
間
で
工
場
排
水
に
よ
る
公
害
防

止
を
目
的
と
し
た

「締
約
書
」
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
一
か
月
前
、
吉
田
鉱
長
は
巡
検
で

「多
人
数
の
村

民
無
謂
（言
わ
れ
な
き
）
苦
情
」
と
嘆
い
て
い
た
の
に
、

そ
の

「村
民
」
が
締
約
に
応
じ
る
と
は
、
い
っ
た
い
何

が
起
き
た
の
か
。

「締
約
書
」
の
内
容
を
見
る
。

前
書
き
は
、
「日
本
坑
法
二
鉱
山
営
業
者
ハ
他
二
損

害
ヲ
及
ス
コ
ト
ア
レ
バ
賠
償
ノ
責
二
任
ズ
可
キ
ノ
明

文
ア
ル
ヲ
以
テ
、
其
有
害
無
害
ヲ
明
瞭
ニ
セ
ン
タ
メ

洗
鉱
濁
水
及
土
泥
ヲ
鉱
山
寮
二
差
出
詳
細
ナ
ル
分
析

ヲ
願
請
シ
」
た
と
こ
ろ
、
分
析
の
結
果
無
害
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
の
で
、
「這
回
四
ケ
所
ノ
溜
井
ヲ
築
造

シ
、
昨
八
年
築
造
ス
ル
三
ケ
所
ヲ
合
セ
テ
七
ケ
所
ノ

溜
井
ヲ
以
テ
濁
水
ヲ
沈
殿
セ
シ
メ
、
其
稲
苗
二
患
害

ヲ
及
ボ
サ
シ
メ
ズ
、
間
断
ナ
ク
洗
鉱
ス
ル
ニ
付
、
左
ノ

条
々
ヲ
締
結
セ
リ
」
と
述
べ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
鉱
山

寮
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
溜
池
で
浄
化
し
た
工
場
排

水
は
植
物
に
無
害
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

従
来
の
三
か
所
の
溜
池
に
新
た
に
四
か
所
を
加
え
た

合
計
七
か
所
の
の
溜
池
で
濁
水
浄
化
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
、
も
っ
て
工
場
の
体
業
を
終
了
す
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

次
に
鉱
山
寮
か
ら
の
送
達
文
と

「分
析
表
」
が
置
か

れ
、
第

一
条
か
ら
十
条
ま
で
の
規
定
が
そ
の
う
し
ろ

に
並
ぶ
。
第
六
条
は

「鉱
山
機
械
所
ノ
下
ナ
ル
渓
間
二

於
テ
四
ケ
所
ノ
溜
井
ヲ
新
造
シ
、
鉱
山
二
於
テ
浚
治

ノ
責
二
任
ズ
可
キ
事
」
と
規
定
し
、
続
く
第
七
条
で
は

「旧
新
七
ケ
所
浚
方
ハ
、
沈
殿
セ
ル
泥
砂
水
面
∃
リ

三
尺
二
至
レ
バ
鉱
山
ニ
テ
必
ズ
浚
治
ス
可
シ
」
と
具

体
的
な
浚
治
基
準
を
示
す
。

第
八
条
は
泥
砂
管
理
問
題
を
取
り
上
げ
、
「浚
ヒ
上
一

ゲ
タ
ル
泥
砂
ハ
、
降
雨
ノ
節
卜
雖
ド
モ
用
水
堀
へ
流
一

レ
入
ラ
ザ
ル
様
捨
置
ク
可
キ
事
」
と
規
定
す
る
。
そ
し
一

て
第
九
条
は
洪
水
被
害
を
想
定
し
て
、
「洪
水
ニ
テ
溜
一

井
ノ
土
手
崩
壊
シ
ヨ
レ
ガ
為
二
村
方
ノ
損
害
ト
ナ
リ
一

天
皇
行
幸
の
翌
々
日
の
六
月
二
三
日
の
日
付
を
も

つ
、
鉱
山
寮

（鉱
山
を
司
る
国
の
機
関
）
か
ら

「半
田

銀
山
稼
人
　
五
代
友
厚
殿
」
に
宛
て
た
文
書
が
大
阪

商
工
会
議
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
文
面
は
、
「半
田

銀
山
坑
内
濁
水
分
析
之
義
先
般
出
願
に
付
、
当
寮
師

長
に
試
験
為
致
候
処
、
」
そ
の
結
果
は
別
紙
の
通
り
で

あ
る
か
ら
送
達
す
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
別
紙
文
書
は

「東
京
千
八
百
七
十
六
年
六
月
二
十

一
日
」
付
の
鉱

山
師
長
ゼ
ー
。
ジ
ー

・
ヱ
ツ
チ
・
ゴ
ツ
ト
フ
レ
ー
名
の

「分
析
書
」
で
、
表
題
は

「半
田
銀
山
ノ
坑
水
壱
瓶
井

其
坑
水
ヨ
リ
出
ル
沈
殿
物
壱
塊
ノ
分
析
書
」
で
あ
る
。

文
面
に
は
、
検
査
対
象
物
で
あ
る

「坑
水
」
と

「沈
殿

物
」
か
ら
検
出
さ
れ
た
組
成
物
質
を
列
挙
し
た
あ
と
、

「右
ノ
次
第
二
因
テ
此
坑
水
ハ
其
浮
動
含
有
物
ヲ
沈

定
シ
テ
全
ク
清
浄
ナ
ラ
シ
ム
ル
上
ハ
植
物
二
何
等
ノ

妨
害
ヲ
モ
及
ス
「

（こ
と
）
ナ
シ
」
と
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「浮
遊
含
有
物
を
沈
殿
さ
せ
た
あ
と
の
坑
水
は
稲

苗
に
無
害
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

い
っ
た
い
誰
が
鉱
山
寮
に
よ
る
分
析
を
出
願
し
、

分
析
材
料
を
そ
こ
に
持
ち
込
ん
だ
の
か
。
大
久
保
内

務
卿
で
は
な
い
。
大
久
保
は
半
田
銀
山
巡
検
の
あ
と

一
泊
し
て
翌
日
米
沢
へ
向
か
い
、
東
京
に
は
戻
っ
て

い
な
い
。
で
は
、
大
久
保
の
意
を
受
け
た
中
條
福
島
県

権
参
事
な
の
か
。
計
画
者
と
実
行
者
が
誰
で
あ
る
か

は
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
天
皇
行
幸
に
併
行
し
て
、

驚
く
べ
き
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
久
保
に
よ
る
巡
検
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『大

久
保
利
通
日
記
』

（大
久
保
家
蔵
版
、
昭
和
二
年
）
明

治
九
年
五
月
二
二
日

（月
）
条
に
、
午
後
二
時
に
五
代

を
訪
ね
、
八
時
ご
ろ
帰
る
、
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
用

件
や
話
の
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
二
三
日
条
に

「今
日
ヨ
リ
御
先
発
ト
シ
テ
発
足
」
と
あ
り
、
五
代
訪

間
の
次
の
日
に
天
皇
行
幸
の
先
発
と
し
て
東
北
に
向

か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
他
方
、
『
五
代
友
厚
伝
記

資
料
』
第

一
巻
に
は
大
久
保
に
宛
て
た
五
月
二
六
日

付
の
五
代
の
書
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
点

で
大
久
保
は
す
で
に
旅
行
中
で
あ
る
が
、
用
件
は
半

田
銀
山
事
項
で
あ
る
か
ら
、
六
月
七
日
に
予
定
さ
れ

る
半
田
銀
山
巡
検
ま
で
に
旅
先
の
大
久
保
宿
合
に
届

け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
書
状
に
は
二
つ
の
用
件

が
書
か
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は

「半
田
鉱
山
長
吉
田
市
十
郎
差
出
し
申

候
間
、
御
目
通
被
仰
付
被
下
、
福
島
県
下
の
景
況
も
御

聞
取
被
下
度
」
と
す
る
件
で
、
半
田
銀
山
で
吉
田
鉱
長

に
会
っ
て
、
県
下
の
状
況
を
お
聞
き
取
り
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は

「何
卒
御

一
泊

被
成
下
度
、
然
れ
ば
半
田
説
、
近
村
へ
の
景
況
も
宜
、

田
舎
の
情
は
不
思
議
の
処
に
て
、
人
心
を
治
候
儀
も

有
之
候
由
」
と
書
い
て
い
る
件
で
、
ぜ
ひ
福
島
で

一
泊

し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。
大
久
保
の
よ
う
な
政

府
要
人
が

一
泊
し
て
く
れ
れ
ば
、
田
舎
の
人
た
ち
は

そ
れ
を
多
と
し
、
地
元
農
民
が
も
つ
半
田
銀
山
へ
の

見
方
に
も
よ
い
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
五
代
は

「田
舎
の
情
は
不
思
議
の

処
」
と
表
現
し
て
い
る
。

大
久
保
の
先
発
直
前
の
五
代
訪
間
と
五
代
の
大
久

保
宛
書
状
は
、
二
人
の
間
で
半
田
銀
山
の
半
年
休
業

と
い
う
難
題
が
話
題
に
あ
が
っ
て
い
た
可
能
性
を
示

唆
す
る
。

『締
約
書
」

（公
害
防
止
協
定
）
締
結

鉱
山
寮
に
よ
る

「分
析
書
」
の
発
行
に
続
い
て
、
事

分析書 (大阪商工会議所所蔵 )
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タ
ル
ト
キ
ハ
、
御
本
県
ノ
御
見
分
ヲ
請
ヒ
、
鉱
山
∃
リ

相
当
ノ
償
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
ル
事
」
を
規
定
す
る
。

日
付
は
明
治
九
年
七
月
八
日
、
署
名
者
は
鉱
山
側

が
五
代
の
代
理
人
と
鉱
長
吉
田
の
二
名
、
地
元
側
は

福
島
県
第
二
区
岩
代
国
伊
達
郡
北
半
田
村

。
南
半
田

村

・
谷
地
村

・
塚
野
目
村

。
伊
達
崎
村
の
農
民
代
表
三

二
人
と
福
島
県
第
二
区
戸
長
と
の
三
三
人
で
あ
っ
た
。

立
会
人
と
し
て
第
二
区
区
長
が
署
名
押
印
し
て
い
る
。

こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
鉱
山
の
最
初
の
公
害
防
止

協
定
で
あ
っ
た
。

関
与
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

巡
検
で
吉
田
鉱
長
か
ら
の
聞
き
取
り
を
終
え
た
大

久
保
は
、
同
行
し
た
中
條
権
参
事
に
対
し
て
、
「坑
水

と
泥
砂
」
を
鉱
山
寮
に
持
ち
込
み
、
分
析
を
出
願
す
る

こ
と
を
依
頼
し
た
と
想
定
し
て
み
る
。
併
せ
て
、
中
條

を
含
む
福
島
県
幹
部
に
対
し
て
、
も
し
分
析
結
果
が

無
害
と
判
明
す
れ
ば
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
鉱
山
と

地
元
と
の
間
で
約
定
を
締
結
し
、
工
場
休
業
の
解
消

を
準
備
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
想
定
し
て
み
る
。
そ

う
す
る
と
、　
一
連
の
電
光
石
火
の
推
移
が
説
明
可
能

に
な
る
。
問
題
解
決
の
背
景
と
し
て
、
明
治
天
皇
の
行

幸
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
微
妙
に
関
わ
っ
て
お
り
、

分
析
の
結
果
が
無
害
と
い
う
場
合
に
限
定
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
「天
皇
が
御
褒
詞
で
半
田
銀
山
の
役
割

を
お
褒
め
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
銀
山
を
休
業

状
態
に
し
て
お
い
て
よ
い
の
か
」
と
い
う
説
得
が
地

元
に
対
し
て
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

巡
検
か
ら
締
約
書
締
結
に
至
る

一
か
月
間
、
大
久

保
は
東
北
を
回
っ
て
お
り
、
北
海
道
を
経
て
帰
京
し

た
の
は
七
月
十
九
日
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
大
久

保
が
こ
の
件
で
な
し
え
た
の
は
、
天
皇
行
幸
の
巡
検

の
機
会
に
福
島
県
に
赴
き
、
滞
在
中
に
行
っ
た
関
係

者
へ
の
指
示
と
要
請
だ
け
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
後
の
半
田
銀
山

『
半
田
銀
山
の
歴
史
』

（佐
藤
次
郎
著
、
桑
折
町
文

化
記
念
館
刊
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
は
半
田
銀
山
の

「驚
異
的
な
発
展
」
が
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。半

田
は
銀
産
額
で
明
治
七
年
、
四
、
一
六
〇
匁

（も

ん
め
。
一
匁
は
三
・
七
五
グ
ラ
ム
で
、
一
五
・
六
キ
ロ

グ
ラ
ム
に
相
当
）
が
明
治

一
七
年
に
は

一
、
八
七
七
、

三
七
八
匁

（七
、
〇
四
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
な
り
、
約

四
〇
〇
倍
の
生
産
量
へ
と
驚
異
的
な
発
展
を
な
し
た
。

そ
の
時
の
　
佐
渡
は
七
八
九
、
九
〇
〇
匁

（
二
、
九
六

二
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
生
野
は
四

一
五
、
一
一
八
匁
（
一
、

五
五
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
あ
り
、
半
田
銀
山
が
随

一
で

あ

っ
た
。

同
銀
山
の
銀
産
出
量
と
損
益
の
推
移
を

『
五
代
友

厚
伝
記
資
料
』
第
二
巻
の
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
す

る
と
、
次
の
表
に
な
る
。

締
約
書
締
結
を
契
機
と
し
て
鉱
山
の
銀
産
出
量
が

増
加
し
、
営
業
損
益
が
改
善
し
て
ゆ
く
様
子
が
如
実

に
確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

半
田
銀
山
の
締
約
書
は
画
期
的
な
先
進
性
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
普
遍
化
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
明
治
二

一
年
以
降
に
顕
在
化
し

た
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
の
惨
状
を
見
る
と
き
、
そ
の

観
が
強
い
。
当
鉱
毒
事
件
よ
り
も

一
〇
年
以
上
も
前

に
、
半
田
銀
山
で
は
鉱
山
排
水
問
題
対
策
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
、
締
約
書
が
鉱
山
と
地
元
と
の
間
に
交

わ
さ
れ
た
。
そ
の
協
定
内
容
が
そ
の
後
の
前
例
と
な

ら
な
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
締
約
書
が

「お
上

（内

務
卿
）
」
の
関
与
に
よ
っ
て
、
一
地
方
の
個
別
問
題
と

し
て
超
ス
ピ
ー
ド
で
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
当
事
者
た
ち
の
責

に
帰
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
ま
た
普
遍
化
し

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

「締
約
書
」
が
も
つ
本

邦
初
の
公
害
防
止
協
定
と
い
う
栄
光
が
損
な
わ
れ
る

わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
に
提
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時

代
の
注
視
が
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
だ
け
で
あ

る
。セ

ミ
ナ
ー
・イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
不
列　
　
　
一

（詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照
）
　

一

■
韓

■

●
〓

〓
〓
■
ｉ
〓
塾
す
〓
，
ヽ
；

日
時

¨
２
月
１７
日

（土
）
１４
時
～
１６
時

場
所

¨
川
口
宅
　
勉
強
内
容

・
進
行

（川
口
建
）

教
材

¨
「開
学
の
祖

五
代
友
厚
小
伝
」
１８
話

（著
者
八
木
孝
昌

・
非
売
品
）

今
回
は
第
３
話

「長
崎
遊
学
と
薩
英
戦
争
」
（
５００
円
）

■
五
■
事
無
〓
摯
孝
鷲
ｒ
ギ
ー
や
Ｉ
〓
レ
ー

責
頚
壽
一ｔ

・
―
一
一
■
費
菫
軍
」
ス
キ
ー
三
Ｆ
予
リ
ー

主
催

¨
大
阪
商
工
会
議
所
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

株
式
会
社
大
阪
取
引
所
Ｏ
Ｓ
Ｅ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
¨
２
月
８
～
１４
日

（開
閉
時
間
・休
館
日
要
確
認
）

場
所

¨
各
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
Ｏ
Ｓ
Ｅ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

五
代
友
厚
関
連
資
料
展
示
や
見
学
説
明
会
有

（期
間
中
入
場
無
料
）

■
事
事
年

‥
半
襲

鷲
築
●
た
め
藝
藤
標
理
購
鷲
薦

主
催

¨
堺
事
件
を
語
り
継
ぐ
会

日
時

¨
２
月
２３
日

（金

・
祝
）
１３
時
～
１７
時

場
所

¨
堺

・
妙
國
寺
＆
宝
珠
院

内
容

¨
法
要

・
講
演
会

・
墓
参
な
ど

会
費

¨
‐００
円

（事
前
申
し
込
み

。
‐０
名
）

・　

一
≡
一

す
　

・・
　

‥

　

・
　

゛

　

腱
●

締
約
書
に
至
る
推
移
の
推
測

六
月
七
日
に
は
そ
の
気
配
も
な
か
っ
た
の
に
、　
一

か
月
後
に
ど
の
よ
う
に
し
て
本
格
的
な

「締
約
書
」
が

締
結
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
は
大
久
保
内
務
卿
の
離
れ

業
と
理
解
す
る
以
外
に
合
理
的
な
説
明
が
で
き
そ
う

も
な
い
。
大
久
保
は
前
年
の
明
治
七
年
に
木
戸
孝
允

や
板
垣
退
助
の
内
閣
要
人
が
大
久
保
の
台
湾
出
兵
に

反
対
し
て
下
野
す
る
と
い
う
内
閣
を
揺
る
が
す
難
局

に
直
面
し
た
。
同
年

一
二
月
に
大
久
保
は
大
阪
に
来

て
五
代
邸
に
滞
在
し
、
翌
年
二
月
に
は
伊
藤
博
文
や

五
代
の
助
力
も
得
て
、
本
戸
・板
垣
の
内
閣
復
帰
に
成

功
す
る
。
世
に
こ
れ
を

「大
阪
会
議
」
と
呼
ぶ
が
、
大

久
保
は
五
代
へ
の
礼
状

（
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第

一
巻
）
で

「
一
時
な
が
ら
寿
命
の
洗
濯
」
と
感
謝
を
表

明
し
て
い
る
。
政
府
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
恩

義
と
五
代
の
鉱
山
業
を
国
策
で
あ
る
殖
産
興
業
の
立

場
か
ら
支
援
し
た
い
と
い
う
政
府
首
脳
と
し
て
の
判

断
の
両
方
か
ら
、
大
久
保
は
半
田
銀
山
休
業
問
題
に 締約所 (大阪商工会議所所蔵 )

年次 産出銀量 産出銀価 損益 (△は赤字 )

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

8年

9年

10年

11年

12年

13年

14年

15年

16年

17年

2

1

¬

2

5

1, 8

3, 9

4, 9

7, 0

76,

20,

15,

47,

54,

39,

91、
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第

１２

回
セ
ミ
ナ
ー

日
時

】
２０２３
年
１２
月
１６
日

（土
）
１４
時
～
１６
時

場
所

】
川
口
宅
　
勉
強
内
容

・
進
行

（川
口
建
）

教
材

」
「開
学
の
祖

五
代
友
厚
小
伝
」
１８
話

（著
者
八
木
孝
昌

。
非
売
品
）

第
２
話
「英
君
島
津
斉
彬
公
と
長
崎
海
軍
伝
習
所

「補
足
説
明
と
し
て
以
下
の
通
り
抜
粋
し
て
記
載
」

英
君
島
津
斉
彬
公

薩
摩
藩
第

＝
代
藩

主
島
津
斉
彬
公
は

４２

歳
で
藩
主
就
任
、
在
位

７
年
と
短
期
間
で
は

あ
る
が
幕
府
や
藩
を
超

え
、
近
代
化
。
工
業
化
の
道
筋
を
つ
け
た
大
き
な
功
績

が
あ
る
。
し
か
し
斉
彬
は
４９
歳
で
病
没
し
た
。
（斉
彬

の
死
に
は
暗
殺
の
疑
い
も
残
る
）

最
初
に
、
第
１０
代
藩
主
島
津
斉
興
の
後
継
者
を
め

ぐ
る
内
部
抗
争
と
し
て
、
父
斉
興
と
の
対
立
に
発
し
、

側
室
遊
羅
の
子

・
久
光
と
の
兄
弟
双
方
の
擁
立
支
持

者
間
の
対
立
、
い
わ
ゆ
る

「お
遊
羅
騒
動
」
が
勃
発
、

多
く
の
家
臣
の
犠
牲
の
も
と
、
最
後
は
幕
府
の
老
中

阿
部
正
弘
ら
の
仲
裁
で
決
着
し
た
経
緯
が
あ
る
。

次
に
、
斉
彬
の
事
績
検
証
と
し
て
は
、
幕
末
の
混
沌

と
し
た
時
代
、
日
本

が
開
国
や
通
商
を
追

る
西
欧
列
強
の
激
し

い
外
圧
が
あ
る
中
、

薩
摩

・
日
本
の
進
む

べ
き
道
、
即
ち

「富

国
強
兵
」
を
い
ち
早

く
主
張
し
、
実
現
を

目
指
し
た
英
君
で
あ

る
と
い
え
る
。

藩
主
と
し
て
の
事

績
は
以
下

６
点
に

ま
と
め
ら
れ
る
。
（五
代
友
厚
小
伝
よ
り
）

①
第

一
次
産
業
の
農
業
を
振
興
し
て
、
民
生
の
安

定
を
図
っ
た
。

②
西
欧
の
新
知
識
を
導
入
し
て
、
第
二
次
産
業
の

工
業
を
起
こ
し
、
工
業
団
地
集
成
館
を
造
っ
た
。

③
第
二
次
産
業
の
交
易
を
推
進
し
、
藩
財
政
の
助

け
と
し
た
。

④
海
防
と
強
兵
の
必
要
を
認
識
し
、
大
砲
製
造
な

ど
の
軍
備
強
化
を
進
め
、
国
防
の
備
え
を
し
た
。

⑤
諸
外
国
か
ら
開
国
を
迫
ら
れ
る
日
本
に
富
国
強

兵
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
唱
え
た
。

⑥
積
極
的
に
人
材
を
育
成
し
、
多
く
の
逸
材
を
生

み
出
し
た
。

今
後
私
た
ち
は
勉
強
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
五

代
は
こ
の
藩
主
斉
彬
公
の
思
想
を
、
大
阪
を
拠
点
に

し
て
日
本
全
国
に
実
践
推
進
さ
せ
た
先
覚
者
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
か
。

長
崎
海
軍
伝
習
所

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
は
長
い
徳
川
幕
府

時
代
か
ら
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。

当
時
、
西
欧
諸
国
が
蒸
気
船
を
操
っ
て
太
平
洋
や

イ
ン
ド
洋
を
横

断
し
、
ア
ジ
ア
進

出
が
促
進
さ
れ
、

日
本
近
海
に
も

出
没
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

徳
川
幕
府
は
嘉
永
６
年

（１
８
５
３
年
）、
大
船
建

造
を
解
禁
し
諸
藩
に
建
造
を
許
し
た
。
従
来
、
海
防
は

幕
府
が

一
手
に
担
っ
て
き
た
が
諸
藩
に
も
分
担
さ
せ
、

日
本
全
土
の
海
防
体
制
を
整
備
し
よ
う
と
し
た
。
同

時
に
幕
府
は
浦
賀
で
洋
式
帆
船
の
軍
艦
製
造
に
着
手

し
、　
一
方
で
蒸
気
船
の
購
入
を
オ
ラ
ン
ダ
に
依
頼
し

た
。
ま
た
、
自
ら
も
浦
賀
に
軍
艦
作
事
場
を
設
け
、
や

が
て
は
製
鉄
所
建
設
に
繋
げ
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業

へ
舵
を
切
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
蒸
気
船
購
入
は
ク

リ
ミ
ア
戦
争
の
勃
発
で
と
ん
挫
、
代
替
案
と
し
て
オ

ラ
ン
ダ
が
派
遣
す
る
蒸
気
船
で
造
船
・航
海

・蒸
気
機

関
学
な
ど
を
伝
授
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
背
景
か
ら
長
崎
海
軍
伝
習
所
は
安
政
２
年

（１
８
５
５
）
１０
月
、
幕
府
の
海
防
の
必
要
性
か
ら

長
崎
奉
行
所
に
命
じ
開
設
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
海
軍

の
士
官
ら
２２
名
が
教
官
と
な
り
、
各
藩
の
秀
才
を
集

め
、
西
洋
の
近
代
的
学
問
な
ど
を
教
育
し
た
。

長
崎
に
伝
習
所
を
開
設
し
た
の
は
、
幕
府
の
唯

一

の
交
流
先
が
オ
ラ
ン
ダ
で
交
流
基
地
は
長
崎
で
あ
り
、

港

・
造
船
所
の
建
設
に
適
し
た
地
形
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
同
年
９
月
幕
府
は
、
勝
麟
太
郎
以
下
４０
余
名
の
第

一
期
生
の
伝
習
生
を
派
遣
し
た
。
な
お
佐
賀
藩

（
４７

名
）
は
第

一
期
生
か
ら
の
参
加
を
許
さ
れ
た
。

次
に
幕
府
は
、
諸
藩
に
も
第
二
期
生
と
し
て
伝
習

生
の
派
遣
を
許
し
た
。
筑
前
藩
２８
名
、
薩
摩
藩

１６
名
、

長
州
藩
１５
名
、
津
藩
１２
名
、
熊
本
藩
１０
名
、
福
山
藩

４
名
、
掛
川
藩
１
名
の
秀
才
が
選
抜
さ
れ
長
崎
へ
赴

い
た
。
伝
習
生
の
授
業
は
海
陸
で
行
わ
れ
、
航
海
、
造

船
、
測
量
、
算
術
、
機
関
、
砲
術
訓
練
等
で
学
習
は
全

て
通
詞
の
回
訳
で
行
わ
れ
た
。

安
政
４
年

（１
８
５
７
）
２
月
、
五
代
は
こ
の
人

選
に
入
っ
た

（
２１
歳
）。
し
か
し
翌
年
の
７
月
１６
日
、

藩
主
島
津
斉
彬
急
死
の
た
め
、
１０
月
１８
日
、
帰
国
を

命
ぜ
ら
れ
た
。

五
代
は
伝
習
所
の
１
年

８
ヶ
月
間
で
学
ぶ
べ
き

こ
と
は

一
通
り
学
ん
だ
し
、
貿
易
の
事
も

一
通
り
見

聞
し
た
。
が
、
海
の
外
の
実
相
は
見
て
い
な
い
。
そ
の

チ
ヤ
ン
ス
を
彼
は
ひ
た
す
ら

求
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

五
代
は
長
崎
海
軍
伝
習
所

入
所

（１
８
５
７
）
か
ら
慶
応

３
年

（１
８
６
７
）
末
に
上
坂

（阪
）
す
る
ま
で
の
１１
年
間

は
薩
摩
藩
官
史
と
し
て
長
崎

を
基
盤
に
藩
務
に
精
励
し
た
。

慶
応
４
年

（明
治
元
年
）
１

月
明
治
新
政
府

（京
都
）
の
徴

士
参
与
職
外
国
事
務
掛
を
任

じ
ら
れ
た
。
（川
口
建
）

島津斉彬肖像集成館 (明治 7年頃)明治日本の産業革命遺産バンフより

五代な厚の志を継ffよう∬

2024年度 Dream五代塾

継続 。新規会員 募集中

年会費 2,000円

(2024年 1月～12月 )

言羊糸田は在〒言己
HPのQR
コードを検
索ください

編集後震己
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